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【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ    6/62     ３０６Ｚ
   Ｃ０８Ｇ   63/672    　　　　
   Ｄ０１Ｆ    6/92     ３０７Ａ
   Ｄ０１Ｆ    6/84     ３０１Ｚ
   Ｄ０３Ｄ   15/00     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月2日(2016.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
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【表１０】
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【表１１】

【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．ポリマーを含む繊維であって、前記ポリマーが、フランジカルボン酸およびＣ２～Ｃ

１２脂肪族ジオールを含む反応混合物の重合によって得られるポリ（アルキレンフランジ
カルボキシレート）を含む、繊維。
２．前記ポリ（アルキレンフランジカルボキシレート）が、範囲約１０，０００～約４０
，０００の数平均分子量（Ｍｎ）を有する、上記１に記載の繊維。
３．前記繊維が延伸されている、上記１に記載の繊維。
４．前記ポリマーが、示差走査熱量測定によって測定される、１００Ｊ／ｇ以下の結晶化
度を有する、上記１に記載の繊維。
５．脂肪族ジオールがＣ３ジオールを含み、かつ得られるポリマーがポリ（トリメチレン
－フランジカルボキシレート）である、上記１に記載の繊維。
６．前記ポリマーが、（１）ポリ（トリメチレン－２，５－フランジカルボキシレート）
と、（２）第２ポリ（アルキレン－フランジカルボキシレート）とを含むポリマーブレン
ドであり、
　前記ポリ（アルキレン－フランジカルボキシレート）が、フランジカルボン酸またはそ
の機能的等価物と、エチレングリコールおよびＣ４～Ｃ１２ジオールからなる群から選択
される脂肪族ジオールとから誘導され、
　前記ブレンドが、前記ブレンドの全質量に対してポリ（アルキレン－フランジカルボキ
シレート）を０．１～約９９．９質量％含む、上記１に記載の繊維。
７．前記ポリマーが、（１）ポリ（トリメチレン－２，５－フランジカルボキシレート）
と、（２）テレフタル酸またはその機能的等価物およびＣ２～Ｃ１２脂肪族ジオールから
誘導される第２ポリ（アルキレンテレフタレート）とを含むポリマーブレンドであり、か
つ前記ブレンドが、前記ブレンドの全質量に対してポリ（アルキレンテレフタレート）を
０．１～約９９．９質量％含む、上記１に記載の繊維。
８．前記ポリマーがコポリマーであり、前記フランジカルボン酸が２，５－フランジカル
ボン酸であり、かつ前記反応混合物がさらに、（ｉ）ジカルボン酸、多官能性酸およびヒ
ドロキシ酸、またはその混合物からなる群から選択される少なくとも１種類の他の酸と、
（ｉｉ）任意にポリオールとを含み、前記ジオールおよび前記任意のポリオールが、前記
２，５－フランジカルボン酸と前記少なくとも１種類の他の酸とを合わせた総モル数に対
して少なくとも１．２：１の合計総モル比で存在し、かつ前記２，５－フランジカルボン
酸が、前記少なくとも１種類の他の酸に対して約１：１００～約１００：１のモル比で存
在する、上記１に記載の繊維。
９．上記１に記載の繊維を含む、ヤーン。
１０．上記１に記載の繊維を含む、複合繊維。
１１．上記１に記載の繊維を含む、マルチフィラメント繊維。
１２．上記１に記載の繊維から製造される、生地または布地。
１３．織られている、編まれている、または不織である、上記１５に記載の生地または布
地。
１４．ａ．フランジカルボン酸およびＣ２～Ｃ１２脂肪族ジオールを含む反応混合物の重
合によって得られるポリ（アルキレンフランジカルボキシレート）を含むポリマー組成物
を提供する工程；
　ｂ．紡糸中に前記ポリマーにかける最高温度が約２１０～約２６５℃の範囲になるよう
に、前記ポリマー組成物を紡糸して繊維を形成する工程；
を含む、繊維を製造する方法。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーを含む繊維であって、前記ポリマーが、フランジカルボン酸およびＣ２～Ｃ１

２脂肪族ジオールを含む反応混合物の重合によって得られるポリ（アルキレンフランジカ
ルボキシレート）を含む、繊維。
【請求項２】
　請求項１に記載の繊維を含む、ヤーン。
【請求項３】
　請求項１に記載の繊維を含む、複合繊維。
【請求項４】
　請求項１に記載の繊維を含む、マルチフィラメント繊維。
【請求項５】
　請求項１に記載の繊維から製造される、生地または布地。
【請求項６】
　ａ．フランジカルボン酸およびＣ２～Ｃ１２脂肪族ジオールを含む反応混合物の重合に
よって得られるポリ（アルキレンフランジカルボキシレート）を含むポリマー組成物を提
供する工程；
　ｂ．紡糸中に前記ポリマーにかける最高温度が約２１０～約２６５℃の範囲になるよう
に、前記ポリマー組成物を紡糸して繊維を形成する工程；
を含む、繊維を製造する方法。
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